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Webセミナー

心腎障害合併高尿酸血症治療における
XOR阻害薬の益と害

※①②は同じ内容の講演です。ご都合の良い時間でご参加ください。

2020年11月12日（木）日時

演者

①12:30～13:05　②13:30～14:05

鳥取大学医学部ゲノム再生医療学講座再生医療学分野 教授

久留 一郎 先生
ひ さ と め　　 い ち ろ う

　高尿酸血症は臓器障害のリスクとして注目されているが、その尿酸降下薬使用は推奨が我が国と欧米のガイドライン
で異なっている。欧米と異なり、我が国のガイドラインでは腎保護の目的で尿酸降下薬が推奨されるが、心血管保護
の目的では推奨されない。FREED試験からフェブキソスタットは心腎連関を介して脳心腎血管障害イベント発症を
抑制することが示された。しかしCARES研究では脳心血管障害を有する痛風患者に対してフェブキソスタットがアロ
プリノールに比較して心血管死亡が有意に増加したことからXOR阻害薬の安全性が問題視されている。
　本セミナーでは最近、市販後の使用成績調査として集積されたトピロキソスタットの安全性に関する報告を含めて
XOR阻害薬の有効性と安全性に関して論じる。

❖ご略歴❖

〔概 要〕

1981年  3月
1983年  4月
1985年  3月 
1986年11月
1993年  6月
1998年  4月 
1998年  4月
2011年  4月～2013年3月
2016年  4月～2017年3月
2017年  4月

鳥取大学医学部医学科卒業
大分医科大学生理学教室 特別研究生
鳥取大学大学院医学研究科博士課程修了　医学博士（鳥取大学）
米国ノースウェスタン大学医学校内科循環器科 研究員
米国ペンシルバニア大学分子内科 研究員
鳥取大学医学部第一内科 助教授
鳥取大学大学院医学系研究科 再生医療学 教授
　　　　　　鳥取大学大学院医学系研究科（機能再生医科学）専攻長兼任
　　　　　　鳥取大学医学部附属病院 次世代高度医療推進センター 副センター長兼任
鳥取大学大学院医学系研究科（機能再生医科学）専攻長兼任
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